
１． 主　　催 公益財団法人全日本弓道連盟

２． 主　　管 京都府弓道連盟

３． 後　　援 京都府・京都府教育委員会・財団法人京都府体育協会

京都市・京都市教育委員会・財団法人京都市体育協会

４． 期　　日 平成２４年５月２日（水）・３日（木）

　２日：錬士の部・範士の部

　３日：有段者の部・教士の部

５． 会　　場 京都市勧業館「みやこめっせ」　http://www.miyakomesse.jp/

〒606-8343　京都市左京区岡崎成勝寺町９番地の１

ＴＥＬ：０７５－７６２－２６３０

　京都市営地下鉄東西線「東山駅」より徒歩約８分

６． 競技種目 近的競技（坐射・的中制・直径３６ｃｍ霞的）

７． 競技種類 個人競技

８． 演武種別 有段者の部（四段以上）・錬士の部・教士の部・範士の部

９． 競技種別 有段者の部（四段以上）・錬士の部・教士の部

１０． 競技規定 公益財団法人全日本弓道連盟｢弓道競技規則｣ならびに本実施要項による。

１１． 競技日程 ５月２日 　８：００ 開館

　９：３０ 開会式・矢渡

１０：３０ 演武・決勝（錬士の部・範士の部）

競技終了後 表彰式

５月３日 ８：００ 開館

９：００ 演武・決勝（有段者の部・教士の部）

競技終了後 閉会式

１２． 演武方法 （１）各部とも一手１回とし、原則として各射場とも５人立で行う。

（２）演武は「競技における行射の要領」で行う。

１３． 競技方法 （１）競技出場者は、各部とも演武皆中者から選出する。

（２）競技は「競技における行射の要領」で行う。

（３）射詰競射にて順位を決定する。射詰の３射目以降は、２４ｃｍ星的を使用する。

　　　的中を逸した同位者は、３６ｃｍ霞的を使用し遠近競射で順位を決定する。

１４． 表　　彰 （１）範士の部は、演武の中から優秀者を選出し、賞状及びメダルを授与する。

（２）有段者・錬士・教士の各部は、優勝～５位までに賞状及びメダルを授与する。

（３）錬士及び範士の部の表彰は１日目の競技終了後に行う。

１５． 参加資格 （１）錬士・教士・範士の各部は本連盟の称号受有者とする。

（２）有段者の部は本連盟の称号者を除く四段以上の受有者とする。

（３）大会役員及び競技役員も参加できる。

１６． 参 加 料 １名：３，０００円

１７． 締 切 日 平成２４年４月２日（月）厳守

１８． 宿　　泊 各自手配のこと。

１９． 注意事項 （１）大会参加にあたり「大会参加にあたって」を確認すること。

（２）月刊『弓道』平成２４年１月号に折込の申込書又は各地連に配布の申込書を用いること。

（３）演武及び競技の服装は、弓道衣（白筒袖・袴・白足袋）又は和服とし、

　　　受付時に配布するゼッケンを付けること。

第６３回全日本弓道大会


